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News Release     
 

 
                              

令和 2年 2月 4日 

報 道 機 関  各位 

 
 
  

令和 2年 2月 8日（土）より、富山大学芸術文化学部・大学院芸術文化学研究科で学んだ学生による卒

業・修了制作展「GEIBUN11」を開催いたします。 

芸術文化学部では、美術、工芸、デザイン、建築、キュレーションなど、分野の垣根を越えた融合教育

を行い、多様な研究・制作に取り組んでいます。本展示会では、学部卒業生および研究科修了生による作

品・論文（研究成果）約 120点を一堂に展示し、その成果を示します。詳細は別添のチラシをご参照くだ

さい。総合大学の中にある芸術系学部ならではの多角的で自由な発想を持った作品群から、新たな時代の

感性を感じていただければ幸いです。 

 つきましては、取材・報道方よろしくお取り計らい願います。 

 

記 

 

[会期]  2020年 2月 8日（土）～ 2月 24日(月) ※休館日 2月 10日(月)・2月 17日(月) 

  9:30-17:00（入館は 16:30まで） 

[会場]  高岡市美術館（富山県高岡市中川町 1丁目 1番 30号） 

[主催]  富山大学芸術文化学部卒業・修了制作展実行委員会 

  （富山大学芸術文化学部/公益財団法人高岡市民文化振興事業団/高岡市美術館） 

[共催]  高岡市/高岡市教育委員会 

[後援]  富山県/富山県教育委員会/高岡商工会議所 

[協賛]  高岡短期大学/富山大学芸術文化学部同窓会「創己会」 

 

【関連イベント】 ゲストトーク『表現の不自由から考えるアートのこれから』 

2019年に開催された国際芸術祭「あいちトリエンナーレ 2019」を発端に、表現の自由

をめぐる社会的議論が巻き起こりました。社会とアートの間に生じた摩擦は、同時に

教育の現場にも突きつけられています。今回、同トリエンナーレのキュレーターを務

めた鷲田めるろ氏をお招きして、これからの社会とアートの関係について考えます。 

[ゲスト]   鷲田めるろ（キュレーター） 

[日時]  2月 9日(日) 14:00～16:00（13:30開場） 

[会場]  ウイング・ウイング高岡４F高岡市生涯学習センター・ホール 

  聴講無料 

以上 

 

 
 

「富山大学芸術文化学部 大学院芸術文化学研究科 

卒業・修了研究制作展 －GEIBUN 11－」開催 

【本件に関する問い合わせ先】 
 富山大学芸術文化学部総務課 
 〒933-8588 富山県高岡市二上町 180 
 T E L：0766‐25‐9139 
 F A X：0766-25-9104 
 E - m a i l：info@tad.u-toyama.ac.jp 










	【広報修正】news_release_卒展.pdf
	G11フライヤー縮小.pdf
	G11_A4_omote_v18
	G11_A4_ura_v19

	ゲストトーク_2019guest.pdf

